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「
現
代
の
国
語
」

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
書
か
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確
か

め
る
こ
と
。

「
論
理
国
語
」

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、

自
分
の
主
張
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

か
な
ど
を
吟
味
す
る
こ
と
。

「
現
代
の
国
語
」
で
身
に
つ
け
た
力
を
も
と
に
、
批

判
的
・
創
造
的
に
考
え
論
述
す
る
と
い
う
、
よ
り
高
度

な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
「
論
理
国
語
」
へ
。
数
研

出
版
の
教
科
書
は
、
学
習
指
導
要
領
の
内
容
を
踏
ま
え
、

三
年
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
適
し
た
学
習
・
活
動
に

取
り
組
め
る
よ
う
編
集
し
て
い
ま
す
。

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
第
三
問
か
ら
窺
え
る
、

今
後
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
力

学
習
指
導
要
領
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
。
二
〇
二
六
年
の
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
絵

本
に
見
ら
れ
る
表
現
・
構
成
の
工
夫
や
、
複
数
テ
キ
ス

ト
を
比
較
検
討
す
る
観
点
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
問
題
、

に
し
て
、
主
張
を
支
え
る
適
切
な
根
拠
を
そ
ろ
え
る
こ

と
。

●
構
成
の
検
討

「
現
代
の
国
語
」

読
み
手
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
論
理
の
展
開
、
情

報
の
分
量
や
重
要
度
な
ど
を
考
え
る
こ
と
。

「
論
理
国
語
」

立
場
の
異
な
る
読
み
手
を
説
得
す
る
た
め
に
、
批
判
的

に
読
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
。

●
考
え
の
形
成
、
記
述

「
現
代
の
国
語
」

根
拠
の
示
し
方
や
説
明
の
仕
方
を
考
え
る
と
と
も
に
、

文
章
の
種
類
や
、
文
体
、
語
句
な
ど
の
表
現
の
仕
方
を

工
夫
す
る
こ
と
。

「
論
理
国
語
」

多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
自
分
の
考
え
を
見
直
し

た
り
、
根
拠
や
論
拠
の
吟
味
を
重
ね
た
り
し
て
、
主
張

を
明
確
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
文
章
全
体
の
論
理
の
明

晰
さ
を
確
か
め
、
自
分
の
主
張
が
的
確
に
伝
わ
る
文
章

に
な
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

●
推
敲
、
共
有

「
現
代
の
国
語
」
を
踏
ま
え
て
「
論
理
国
語
」
で

育
成
し
た
い
「
書
く
力
」

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
事

項
は
、
学
習
過
程
に
沿
っ
て
、
次
の
よ
う
な
観
点
ご
と

に
「
現
代
の
国
語
」
か
ら
「
論
理
国
語
」
へ
つ
な
が
る

よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
題
材
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、
内
容
の
検
討

●
構
成
の
検
討

●
考
え
の
形
成
、
記
述

●
推
敲
、
共
有

《
各
観
点
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
こ
と
（
例
）》

●
題
材
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、
内
容
の
検
討

「
現
代
の
国
語
」

実
社
会
の
中
か
ら
、
集
め
た
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性

を
吟
味
し
て
伝
え
た
い
こ
と
や
表
現
し
た
い
こ
と
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

「
論
理
国
語
」

実
社
会
や
学
術
的
な
学
習
の
基
礎
に
関
す
る
事
柄
に
つ

い
て
、
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、
情
報
の
妥
当
性
や
信

頼
性
を
吟
味
し
な
が
ら
、
自
分
の
立
場
や
論
点
を
明
確

「
現
代
の
国
語
」か
ら

「
論
理
国
語
」へ
ー
小
説
の
扱
い
方
ー
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＊
「
漱
石
の
多
様
性
」
で
は
、「
こ
こ
ろ
」
に
お
け
る

「
明
治
の
精
神
」
と
は
、
明
治
時
代
に
お
い
て
確
立
さ

れ
て
い
く
近
代
国
家
体
制
の
中
で
排
除
さ
れ
た
多
様
な

「
可
能
性
」
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
文
の
内
容
を
、
夏
目
漱
石
の
「
こ
こ
ろ
」
と

「
現
代
日
本
の
開
化
」
と
と
も
に
検
討
し
、「
明
治
の
精

神
」
に
つ
い
て
自
分
で
も
調
べ
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め

る
活
動
が
で
き
ま
す
。

■
松
村
圭
一
郎
「
個
性
と
は
何
か
」

■
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
「
他
者
の
靴
を
履
く
」

／
川
上
弘
美
「
ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
は
黄
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

＊
「
個
性
と
は
何
か
」
で
は
、
個
人
は
「
一
貫
し
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
持
つ
存
在
で
は
な
い
こ
と
や
、

「
個
性
」
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

と
関
係
す
る
中
で
作
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

エ
チ
オ
ピ
ア
の
人
々
の
考
え
方
を
例
に
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。「
他
者
の
靴
を
履
く
」
で
も
、
自
分
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
他
者
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
認
識
さ
れ
、

作
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
二
つ
の
文

章
の
共
通
点
を
読
み
取
る
学
習
が
で
き
ま
す
。
名
前
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
し
た
二
つ
の
評
論
の

内
容
を
踏
ま
え
、
小
説
「
ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
は
黄
」
で

名
前
や
呼
び
名
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
他
者
と
関
係
を
結

ん
で
い
く
「
阿
部
さ
ん
」
と
「
あ
た
し
」
の
や
り
と
り

を
読
み
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
自
分
の
考
え
を
書
く
活
動
が
で
き
ま
す
。

（
数
研
出
版
編
集
部
）

二
点
と
も
に
、
小
説
作
品
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
小

説
作
品
を
用
い
た
「
書
く
活
動
」
に
お
い
て
も
、
弊
社

の
『
増
補
新
版
現
代
の
国
語
』『
改
訂
版
高
等
学
校

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版
新
編
現
代
の
国
語
』
の
内

容
か
ら
発
展
し
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

【
現
代
の
国
語
で
の
学
習
内
容
】

批
評
文
の
特
徴
を
理
解
し
、
自
分
で
も
批
評
文
を
書
く
。

目
的
に
合
う
内
容
を
検
討
し
、
効
果
的
に
表
現
す
る
。

【
論
理
国
語
で
の
学
習
内
容
】

評
論
を
批
判
的
に
読
解
し
、
自
分
の
考
え
が
的
確
に
伝

わ
る
よ
う
に
論
述
す
る
。

複
数
の
文
章
を
比
較
考
察
し
て
自
分
の
考
え
を
明
確
に

述
べ
る
。

数
研
出
版
「
論
理
国
語
」
二
点
の
教
科
書
に
お
け
る

小
説
と
関
連
す
る
評
論
教
材
と
小
説
作
品
の
扱
い
方
は

次
の
通
り
で
す
。（
／
以
下
が
関
連
小
説
を
示
し
ま
す
。）

■
島
内
景
二
「『
友
情
』
と
『
悔
恨
』
の
文
学
」

／
中
島
敦
「
山
月
記
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

＊
「『
友
情
』
と
『
悔
恨
』
の
文
学
」
は
、「
山
月
記
」

の
作
品
と
し
て
の
特
徴
を
、
中
島
敦
の
生
涯
や
当
時
の

友
人
関
係
な
ど
も
踏
ま
え
て
論
じ
た
評
論
で
す
。「
山

月
記
」
に
つ
い
て
の
筆
者
の
主
張
を
批
判
的
に
読
み
、

自
分
に
引
き
つ
け
て
考
え
を
書
く
活
動
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

■
柄
谷
行
人
「
漱
石
の
多
様
性
」

／
夏
目
漱
石
「
こ
こ
ろ
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

二
〇
二
五
年
の
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
根
拠
の
提
示
・
妥

当
性
や
具
体
性
と
い
っ
た
文
章
構
成
の
理
解
を
問
う
問

題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

評
論
、
小
説
、
実
用
文
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
の

表
現
・
構
成
の
工
夫
に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、
複
数
の

文
章
を
比
較
考
察
し
た
り
、
明
確
で
妥
当
な
根
拠
を
提

示
し
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
力
が
今
後
ま
す

ま
す
重
視
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

弊
社
の
教
科
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
書
く
力
」
を

三
年
間
を
通
し
て
養
え
る
よ
う
、
表
現
活
動
の
具
体
的

な
手
順
を
示
し
た
「
言
語
活
動
の
実
践
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
を
次
の
よ
う
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■「
批
評
文
を
書
こ
う
」（『
増
補
新
版
現
代
の
国
語
』『
改

訂
版
高
等
学
校
現
代
の
国
語
』『
改
訂
版
新
編
現
代
の
国
語
』）

＊
小
説
、
映
画
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
広
告
な
ど
多
様
な

分
野
を
対
象
に
自
分
の
評
価
を
論
理
的
に
書
く

■「
根
拠
を
示
し
て
意
見
文
を
書
こ
う
」（『
増
補
新
版
現

代
の
国
語
』『
改
訂
版
現
代
の
国
語
』）

＊
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
理
的
に
意
見
文
を
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

■「
論
文
を
書
こ
う
」「
情
報
を
整
理
し
て
考
察
し
よ
う
」

（『
増
補
新
版
論
理
国
語
』『
高
等
学
校
論
理
国
語
』）

二
〇
二
七
年
度
用

数
研
出
版「
論
理
国
語
」教
科
書

弊
社
は
二
〇
二
七
年
度
用
の
「
論
理
国
語
」
の
教
科

書
を
二
点
発
行
し
ま
す
。

『
増
補
新
版
論
理
国
語
』

『
高
等
学
校
論
理
国
語
』
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